
令和８年度に実施する令和７年度施策評価の結果について（概要） 

 

１ 施策評価の概要について 

  施策評価は、業務活動における市民にとっての効果や当初期待していた目的どおりに

成果が上がっているかなどを「見える化」し、総合計画の実行性を高め、より良い市政運

営に資することを目的としたものである。 
  令和７年度分の施策評価においては、前回実施した評価方法の見直しを踏まえて評価

を実施しており、今回から評価手法の呼称を「基本業務評価」から「施策評価」に変更し

た。 
 
２ 令和８年度に実施する令和７年度施策評価について 

 ⑴ 評価対象 

 ・ 第３次総合計画の５８の施策 
 ・ 令和７年度に実施したもの 
  （評価表作成時点（令和８年３月）で令和７年度実施予定のものを含む。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑵ 評価方法 

令和５年度分の基本業務評価以降、これまでの外部評価からの意見を踏まえ、市民に

分かりやすくより良い評価表を作成するための検討を継続し、内部評価による基本業

務評価表の磨き上げを行い、その内容を市ホームページ等で公表することで外部評価

とした。 
令和８年度に実施する令和７年度分の評価についても、施策評価表の磨き上げを継

続して行い、その内容を公表することで外部評価とする。 
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３ 評価について 

  施策単位で、目標達成に向けて、現状からの達成度を客観的に測定するための活動指標

及び成果指標の実績値・想定値を捕捉した。 
  また、指標について、施策単位で設定している指標に対して実績値や想定値を基に具体

的なコメントを記載し、達成状況の分析を行うとともに、その結果を踏まえた今後の取組

について示している。 
   

なお、評価表の作成に当たっては、次の点に留意した。 
 ・ 分かりやすい表現となっているか。 
 ・ 「目的」や「指標コメント」の記載内容に過不足はないか。 
 ・ 「活動指標の目標値」等は根拠を持った設定となっているか。 
 ・ これまでの基本業務評価制度による外部評価の指摘等を踏まえた内容となっている

か。 
 
４ 評価結果を踏まえた今後の対応 

  今回の評価を踏まえて、今後も、各施策で設定する成果指標の目標達成に向けて取り組

むものとする。 
  なお、各施策の成果指標の現状値及び目標値は、「第３次薩摩川内市総合計画前期基本

計画」から転記したものである。 
  今回の令和７年度施策評価表の公表後も、市民アンケート等を踏まえて、各指標の数値

の捕捉・更新を行うものとする。 



５ 総括 

  今回の施策評価における各指標の数値分析と分析を踏まえた方針に基づき、今後も各

施策の目標達成に向けた取組を展開し、最終的に第３次薩摩川内市総合計画で掲げる「人

が繋がり 人が輝く 安らぎと賑わいのまち 薩摩川内」の実現につなげるように取り組む

ものとする。 
 


